
      
 

           

」 

           

町
民
の
皆
さ 

    

 

  

解
散
総
選
挙
で
与
党
が
過
半
数
割
れ
。 

与
党
側
の

裏
金
議
員
は
４
６
名
中
１
８
名
が
政
治
家
と
し
て
生

き
残
っ
た
よ
う
だ
。 

当
選
者
は
選
挙
で
信
任
を
得
た

「
禊

み
そ
ぎ

は
済
ん
だ
」
と
考
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？ 

 

庶
民
が
所
得
を
隠
し
確
定
申
告
し
な
け
れ
ば
ど
う

な
る
か
？ 

国
税
局
（
税
務
署
）
や
役
所
は
、
強
制
的

な
税
務
調
査
や
資
産
の
差
し
押
さ
え
、
等
、
取
り
立
て

は
厳
し
い
も
の
だ
。 

言
い
訳
は
通
用
せ
ず
、
法
令
・

ル
ー
ル
に
の
っ
と
り
、
過
去
に
遡
り
、
課
徴
金
や
追
徴

課
税
、
悪
質
で
あ
れ
ば
、
刑
務
所
に
収
監
さ
れ
る
。 

 

一
方
で
、
裏
金
議
員
は
、
ど
う
だ
？ 

バ
レ
た
か
ら

修
正
す
る
、
罰
則
ナ
シ
で
一
件
落
着
。 

つ
ま
り
バ
レ

な
か
っ
た
ら
私
腹
を
肥
や
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。 

 

こ
の
身
分
の
差
は
何
だ
。 

政
治
家
と
し
て
、
道
義

的
に
過
去
に
遡
っ
て
確
定
申
告
を
す
る
、
課
徴
金
や
追

徴
課
税
を
納
め
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
？ 

国
会

議
員
は
、
既
存
の
税
を
上
げ
た
り
、
新
規
の
税
を
作
っ

た
り
で
き
る
権
限
を
持
つ
。 

国
民
の
知
ら
な
い
所
で 

    

 

自
分
達
は
脱
税
。 

一
方
、庶
民
に
は
納
税
を
求
め
る
。 

当
選
し
よ
う
が
、
カ
ネ
の
問
題
に
ケ
ジ
メ
を
つ
け 

る
の
が
筋
だ
。 

カ
ネ
に
汚
い
ま
ま
の
政
治
家
に
、 

税
金
で
飯
を
食
わ
せ
続
け
、
ま
た
、
税
金
の
使
途
を 

任
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
バ
カ
ら
し
い
社
会
だ
よ
。 

   

１
０
年
近
く
地
方
の
議
会
人
と
し
て
の
私
の
見
解

だ
が
、
既
存
の
政
治
家
が
昭
和
の
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
の
ま

ま
で
あ
れ
ば
、
あ
な
た
へ
の
税
負
担
は
今
ま
で
以
上
に

増
え
続
け
る
だ
ろ
う
。 

減
る
こ
と
は
、
１
０
０
％
無

理
。 

こ
の
こ
と
は
、
与
党
と
か
、
野
党
と
か
、
保
守

と
か
、
革
新
と
か
、
関
係
な
く
、
多
く
の
政
治
家
が
カ

ネ
を
使
う
こ
と
ば
か
り
に
自
分
の
存
在
意
義
を
見
出

し
て
い
る
こ
と
が
原
因
だ
。 

手
本
と
な
る
べ
き
国
会

議
員
が
バ
ラ
マ
キ
を
は
じ
め
と
す
る
、「
あ
れ
も
」「
こ

れ
も
」
の
世
界
観
だ
か
ら
仕
方
な
い
。 

あ
な
た
が 

今
ま
で
以
上
の
負
担
で
も
良
い
と
考
え
る
な
ら
ば
、
現

状
の
政
治
を
。 

し
か
し
、
負
担
を
抑
え
た
い
の
で
あ 

 

 

れ
ば
、
変
革
を
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

私
は
、
あ
な
た
の
耳
に
聞
こ
え
の
良
い
バ
ラ
色
の
政

策
、
○
○
を
タ
ダ
に
す
る
、
給
付
金
を
配
る
、
等
、
言

わ
な
い
。 

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
者
が
応
分
の

負
担
を
す
る
べ
き
、
と
い
う
考
え
だ
か
ら
だ
。 

国
民

負
担
率
は
約
５
０
％
に
な
り
、
可
処
分
所
得
は
減
り
続

け
て
い
る
。 

 

昭
和
思
考
の
政
治
の
脱
却
が
必
要
だ 

            

。 

粕
屋
町
政
刷
新 

２
０
２
４
年
１
２
月 

発
行 

第
１
６
号 

  

粕
屋
町
議
会
議
員 

福

永

善

之

ふ
く
な
が
よ
し
ゆ
き 

与
党
で
も
、
野
党
で
も
な
い
、
完
全
無
所
属 

５
１
歳 

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

080-5284-9037 

 

長く権力を持つと、腐敗する！ 

「A」がダメなら、「B」を選ぶ！ 

選んだ「B」がダメだったら、「A」を選び直す！ 

日本の政治に欠けているのは、緊張感！ 

有権者は、長く「A」がダメでも、「A」を選び続けてきた！ 

今回、政治家のカネの問題“裏金”は、有権者にも責任がある！ 

何度となくカネの問題が表面化しても長期政権を選び続けてきた！ 

野党がダラシナイから、という言い分があるだろう！ 

だが、そんな野党を育てていくのも有権者の役目であろう！ 

議員4期目の福永の賛否票 

年度 2021年 2022年 2023年 2024年（＊） 

議案【本】 85 77 108 67 

賛成【本】 80 62 95 54 

反対【本】 5 14 13 13 

棄権【本】 0 1 0 0 

賛成率【％】 94.12 80.52 87.96 80.60 

  （＊）年度途中 

 

あ
れ
も
、
こ
れ
も
、
の
政
治
の
行
き

つ
く
先
は
、
あ
な
た
へ
の
増
税
だ
！ 

 

 

裏
金
議
員
は
、 

政
治
家
と
し
て
、
ケ
ジ
メ
を
！ 



        
  
 

 

公
共
工
事
の
指
名
競
争
入
札
。 

町
が
７
社
を
指
名
。 

▽ 

予
定
価
格 

➡ 

約
２
．
７
７
億
円 

▽ 

落
札
価
格 

➡ 

２
．
７
３
億
円 

▽ 

落
札
率 

 

➡ 

９
８
．
５
６
％ 

 

□ 

予
定
価
格
で
の
入
札 

 
 
 

➡ 

４
社 

□ 

予
定
価
格
を
超
過
し
た
入
札 

➡ 

１
社 

□ 

予
定
価
格
以
内
で
入
札 

 
 

➡ 

２
社 

 

町
は
、
入
札
前
に
予
定
価
格
を
事
前
公
表
し
て
お
り
、

予
定
価
格
が
目
安
に
な
り
指
名
さ
れ
た
業
者
間
の
競

争
が
制
限
さ
れ
、
見
積
も
り
努
力
を
損
な
わ
せ
る
よ
う

な
状
況
が
見
て
取
れ
る
。 

近
年
の
指
名
競
争
入
札
に

お
い
て
、
落
札
価
格
が
高
止
ま
り
、
ま
た
、
談
合
が
容

易
に
な
り
事
前
公
表
制
度
に
は
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。 

 
 

予
定
価
格
は
、
事
後
公
表
に
見
直
す
べ
き
だ
。 

 

   

 

健
康
保
険
証
を
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
一
体
化

す
る
、
２
枚
の
カ
ー
ド
を
１
枚
に
集
約
す
る
、
た
め
の

関
連
す
る
条
例
の
改
正
案
。 

現
代
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が

な
い
時
代
に
生
ま
れ
育
っ
て
き
た
世
代
、
特
に
６
０
代

以
上
に
と
っ
て
は
、
利
便
性
が
感
じ
ら
れ
ず
、
慣
れ
る

ま
で
時
間
が
必
要
だ
。 

当
分
の
間
は
、
健
康
保
険
証

を
廃
止
せ
ず
、
併
用
し
て
運
用
す
べ
き
だ
。 

  
 

 

 

町
は
、
財
源
が
厳
し
い
と
言
い
な
が
ら
、
バ
ラ
マ
キ

を
止
め
な
い
。 

多
く
か
ら
税
金
を
徴
収
し
、
そ
れ
を

一
部
の
層
に
バ
ラ
マ
ク
。 

今
回
は
、
子
育
て
世
帯
に

対
す
る
金
券
。 

バ
ラ
マ
ク
余
裕
が
あ
る
と
い
う
事
は
、

初
め
か
ら
町
民
か
ら
税
金
を
取
り
す
ぎ
て
い
る
の
だ
。 

 

町
民
税
を
減
税
し
た
り
、
社
会
保
険
料
を
現
状
よ
り

安
く
し
た
り
、「
カ
ネ
を
配
る
こ
と
、
イ
コ
ー
ル
、
支

援
」
か
ら
の
発
想
の
転
換
、
意
識
改
革
を
求
め
た
い
。 

 
 
 

ま
た
、
金
券
と
い
う
ア
ナ
ロ
グ
的
な
前
例
踏
襲
の
事

務
作
業
で
は
ダ
メ
だ
。 

受
益
の
対
象
者
は
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
に
慣
れ
た
層
だ
。 

金
券
で
は
な
く
、

電
子
マ
ネ
ー
で
対
応
す
る
べ
き
だ
。 

 
 

   

私
は
、
安
楽
死
を
合
法
化
す
る
べ
き
、
と
考
え
て
い

る
。 

人
そ
れ
ぞ
れ
の
死
生
観
は
違
う
が
、
日
本
で
は

本
人
の
意
思
と
反
し
、
生
き
る
・
生
か
さ
れ
続
け
る
選

択
肢
し
か
存
在
し
な
い
。 

 

先
日
、
安
楽
死
が
合
法
化
さ
れ
た
国
（
海
外
）
に
渡

航
し
た
女
性
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
が
テ
レ
ビ

で
放
映
さ
れ
た
。 

日
本
に
安
楽
死
の
制
度
が
な
い
た

め
、
彼
女
は
海
外
で
自
死
を
選
択
し
た
。 

日
本
に
お
い
て
は
、
法
律
を
制
定
で
き
る
権
限
を
持

つ
国
会
議
員
が
こ
の
テ
ー
マ
に
触
れ
た
が
ら
ず
、
議
論

す
ら
な
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
状
況
だ
。 

何
故
な
ら
、

安
楽
死
や
尊
厳
死
に
つ
い
て
話
題
に
す
る
こ
と
で
す

ら
タ
ブ
ー
視
さ
れ
て
い
る
社
会
風
土
が
あ
る
か
ら
だ
。 

現
代
社
会
に
お
い
て
は
、
人
生
１
０
０
年
時
代
と
言 

       

わ
れ
る
が
、
私
は
、
皆
さ
ん
に
問
い
た
い
。 

 

「
あ
な
た
は
、１
０
０
歳
ま
で
生
き
た
い
で
す
か
」と
。 

 

将
来
へ
の
不
安
、
特
に
、
経
済
的
不
安
、
一
生
病
院

の
ベ
ッ
ド
の
上
で
生
き
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状

況
に
陥
っ
た
時
の
不
安
、
等
々
、
あ
る
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。 

も
し
仮
に
、
社
会
に
安
楽
死
と
い
う
制
度
が

あ
る
な
ら
ば
、
将
来
に
向
け
て
前
向
き
に
希
望
を
も
っ

て
生
き
て
い
け
る
人
た
ち
も
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。 

自
分
で
自
分
の
最
後
を
決
め
る
こ
と
に
対
し
、

ど
ん
な
状
況
に
あ
っ
て
も
他
人
の
意
見
が
重
視
・
反
映

さ
れ
る
社
会
が
全
う
だ
ろ
う
か
？ 

 

幸
せ
、
幸
福
度
と
は
、
何
を
指
す
の
だ
ろ
う
か
？ 

次
の
文
言
は
、
ネ
ッ
ト
に
書
き
込
ま
れ
た
匿
名
の
方

の
書
き
込
み
だ
。 

「
生
か
さ
れ
る
」
こ
と
の
幸
せ
は
、
そ
う
思
え
る
人

に
し
か
分
か
ら
な
い
。 

「
苦
し
み
」
も
そ
う
な
ん
だ

ろ
う
。 

「
生
か
さ
れ
る
」
こ
と
が
必
ず
し
も
全
て
の

人
に
と
っ
て
の
幸
せ
で
は
な
い
。 

  

 
 

 
 
 

   

「
安
楽
死
を
選
ぶ
権
利
を
認
め
る
」
法
案
の
提
出 

今
年
１
０
月
１
６
日
、
イ
ギ
リ
ス
議
会
の
下
院
に
法
案
が
提
出
さ
れ
た
。 

 
採
決
は
、
同
年
１
１
月
２
９
日
の
予
定
。 

過
去
、
２
０
１
５
年
に
は
、
否
決
。 

 

追
記 

 

イ
ギ
リ
ス
は
４
つ
の
地
域
【
①
イ
ン
グ
ラ
ン
ド 

②
ウ
ェ
ー
ル
ズ 

③
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド 

④
北
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
】
が
合
体
し
た
連
合
国
家
。 

こ
の
法
案
は
、
①
と
②
の
地
域
の
住
民
を
対
象
に
し
て
い
る
。 

反
対
し
た
、
主
な
議
案 

【
８
月
臨
時
会
・
９
月
定
例
会
】 

１ 

指
名
競
争
入
札 

２ 

健
康
保
険
証
の
廃
止 

３ 

ギ
フ
ト
券 

４ 

受
益
者
負
担
の
原
則 

３ 
物
価
高
対
策
と
い
う
名
の
バ
ラ
マ
キ
。 

 

バ
ラ
マ
ク
な
ら
、
初
め
か
ら
税
金
を
取
る
な 

１ 

入
札
前
の
予
定
価
格
の
事
前
公
表
。 

予
定
価
格
で
の
応
札
が
頻
発 

２ 

マ
イ
ナ
保
険
証
。 

つ
い
て
い
け
な
い
人
た
ち
が
存
在
す
る 

社
会
保
障
制
度
を 

一
般
質
問 

【
９
月
定
例
会
】 

安
楽
死
の
ニ
ー
ズ
に
つ
い
て 


